
まえがき＝自動車軽量化の流れの中で，ボディパネル材
のアルミ化が検討されてきており，その中でも特に焼付榆

については検
討されてきているが，製品の集合組織を最終的に決定す
る溶体化処理工程の影響の検討は不十分であった。
　そこで本研究では，Cube 方位に着目し，本方位成分
を工業的に制御するための基礎的知見を得ることを目的
として，溶体化処理が集合組織形成に及ぼす影響につい
て検討を行った。

1．供試材と実験方法

　Al-0.6mass％Mg-1.0mass％Si-0.08mass％Mn-0.15mass
％Fe 合金を造塊し，540℃× 4gｪ図1に示すように一定の昇した後，直ちにガス冷却（冷却速度約 100℃/s）を行った。

　これらの中間焼鈍材，冷間圧延材及び溶体化処理材に
ついて，光学顕微鏡観察，TEM観察，導電率測定，集
薬付近奭燓 返圡8｛123｝＜634＞，Cu｛112｝＜111＞方位）
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した集合組織となった。LA材のTEM写真には，0.1-1μm
レベルの球状あるいは棒状の分散粒子や，さらに微細な
板状の析出物が認められ，主にMg2Si及び単体Siであっ
た。これに対してHA材では析出物は減少し，導電率が
低下した。残存している約 0.1μmレベルの微細な析出





方位粒の安定化も寄与しているものと推察される。
　一方，LA材でも昇温速度が速い条件（30℃/s）では，


